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《子育て支援のお問い合わせ》

　　　尚、午後からの相談業務は、通常どうり行っていますので、双葉保育園82-2404までお問い合わせください。

　　ります。詳しくは「子育てカレンダー」をご覧ください。

　　休館とさせてせていただきますので、ご協力お願いいたします。又、その他の地域行事でも利用できない場合があ

　　　　町では、体験観光「エコツーリズム」交流推進協議会で、全国から修学旅行生を受け入れ、文化ホールを会場に

    　　水遊びを楽しみます。小さいおててで、水をくみジァーっと流すだけで笑顔になります。それを何度も繰り返すだけ

　　　　で、立派な夏の遊び。それを、傍らで見守るママ達の笑顔もステキです。

是非、これからママになる方の参加を

お待ちしています。もちろん、パパも大歓迎です。

・この講座は、毎月一回継続して行っています。

親子交流館「おひさま」では、妊婦さんの

標津町地域子育て支援センター事業　

　　　　　　　親子交流館「おひさま」

TEL82－2400・FAＸ82－2400

　　　　なにより、子育てママによる人形劇「三びきのこぶた」は、たくさんの子ども達を笑顔にしました。当初、2回の公演予

「パパママスクール」が、おひさまで開催されます。

          やっと、夏らしい季節になりました。この地域は、数えるほどの暑い日ですが、おひさまでも、小さな水場を用意して

ママの得意技を活かした講座です。

今回は、方波見しょう君ママによる

「レザークラフト教室」。皮で作る小物は

　8月２４日(月)13時30分～

　9月１８日(金)13時30分～

○パパママスクール○

　　　　　ママの笑顔といえば、６月２８日(日)ハッピー・ファミリーの日「にこにこおひさままつり」では、407名の笑顔が集まり

　　　　ました。それは、ママとパパはもちろん、じいちゃんばあちゃん、地域の方々・・・たくさんの人たちの笑顔でした。

又、８月１１日(火)は、保健センターひまわり主催の

　　　　定でしたが、もっと沢山の方に見てもらいたいと、3回公演に変更にしたのもママ達の提案でした。回をますごとに

　　　　演じるママたちの表情が、どんどん輝き自信に満ちていく姿に感動しました。そして、手づくり雑貨屋さん。ママ達の

　　　　パワーは無限です。ご協力いただいた地域の方々、来場された多くの方々に感謝です。ありがとうございました。

☆ママによるママのための講座☆

ご利用も歓迎しています。

先輩ママたちのお話は、出産という大きな仕事への

不安を取り除いてくれます。使うほど味わい深くなります。

子育て支援室(保健センター内)　℡82-1515　Fax82-1530

    は、大変ご不便をお掛けしますが、標津町の観光振興のためにも、引き続きご理解していただけますようにお願い

　　いたします。

　　「エコツーリズム」などで、親子交流館が利用できない場合は、双葉保育園・児童館などに場所を移し、午後からは

　親子交流館「おひさま」

♡地域の方々の得意技募集♡

保健師による出産時に気を付ける事や

お腹の様子など、細かいお話が聞かれます。

親子交流館「おひさま」の午後からの時間は

・申し込みは不要です。

・材料費が若干かかります。

見守り育てていきましょう。沢山の方の

アイデァお待ちしています。

 親子交流館　℡・Fax　82-2400　　　　双葉保育園　℡82-2404・Fax85-7353

　　「いくら作り」体験を行っています。大変好評で高い評価をいただいています。

　　文化ホールが親子交流館に利用されるようになってからも、皆様のご理解のもと文化ホールの調理室で実施してい

　　ます。今年も、修学旅行の時期になり、8月、9月は、エコツーリズムの利用のため、親子交流館の利用者の皆様に

☆「エコツーリズム」文化ホール利用について☆

繋がります。標津町の子ども達をみんなで それから、ママ達の子育て体験や出産の話を

聞く事で、自分のこれまでの育ちを振り返る機会に

なります。学生たちの中には、親への感謝の気持ちを

世代間交流が活発になる事は、地域の子育て力に

♡　赤ちゃん交流事業　♡

「赤ちゃん交流事業」とは、満1歳までの赤ちゃんと

ママが、中学校や高校の授業に遊びに行って

交流するというものです。

約２時間の間に、赤ちゃんは泣いたり、おしっこしたり、

ただ可愛いだけではない様々な表情を見せてくれます。

地域の皆様の時間です。

子育て世代に伝えたいこと、昔遊びや手芸、お料理

など、どんなことでも構いません。

改めて感じたという子もいます。子育て支援は

子育て中の親の支援だけに留まらず、次世代に向けた

支援も大切な役割だと思います。

ご協力いただける赤ちゃんボランティアを募集します。

「おひさま」

に遊びに

行こう


